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定 價 金 八 圓 遑 料 金 二 十 七 錢
近 世 代 數 學 の 劃 期 的 登 達 を 招 致 しYz竜の は 實 に 十 九 世 紀
末ZL現 は れ た 群 と體 と のIiWで あ る。 か の 方 程 式 の 可 解
性 に 關 す る疑 閭 や 或 は 希 臘 以 來 未 解 決 の 儘 で 殘 さ れ て ゐ
た 作 圖 問 題 等 に 對 し明 快 な 解 決 を與 へyzも の は 此 の 理 論
で あ る。 更 に 代 數 學 を;新な 展 望 の 下 に 開 展 せ .しめ た もの
も亦 此 の 理 論 で あ る。 實 に群 と醴 とは 現 代 の 代 數 學 の 根
幹 を な し今 や 正 に 數 學 の 一都 門 を形 峨 す る に 至 つyz。陶
群 と體 と は 數 學 の 他 の 部 門Etあつ て も 或 は 奧 底 に 潜 み 或
は 表 面 に 顯 は れ て 重 要 な 役 目 を演 ず る.き れ ば 現 代 の 數
學 を究 め ん と す る=k5ttは勿 論,また 廣 く數 學 の 基 礎 的 考 察
を な す 者 に 取 つ て も必 要 缺 くべ か らざ る概 念 で あ る。 而
も2れa.關 す る著 述 は 我 が 國 に 於 て は 皆 無 で あ る。 著 者
はZれ を遺 憾 と し て 兩 者 を上 下1z分 ち 世 界 に於 け る
近 世 代 數 學 の 登 達 を大 觀 し 更 に 自 らの 創 意 を 加 へ て本13
を 完 成 す るtr至つ 尢,i%一 般 讀 者 の 爲 に 微 細 の 點 に
立 入 らず 努 め て大 綱 を 掲 げ て そ の 本 領 を容 易 に理 解 せ し
め るzと に意 を用 ひ て ゐ る.Fli本 書 は 近1世代 數 學 の 發
蓮 と そ の 趨 勢 と を 一 日 の 下 に 瞭 然 だ ら しめ る 好 個 の 著 述
で あ る。
物 理 化学 の 進 歩Vol、3No.2(1929)
東北帝國大學教授 理學博士 大 久 保 準 三 著
定 債 金 六 圓 五 拾 錢 逞 料 金 廿 七 錢
本 書 は 新 制 度 の 中 等 敷 育 物 理 學 敏 授 要 目 に 基 い て 物 理 學
一 般 の 知 識 を亭 易 に 且 つ 系 統 的 に 詳 述 して,其の 概 念 を 遺
漏 な く牧 得 せ し め る と典 に 日 常 生 活 に於 て 屡 遭 遇 す る 多
くの 事 項 を も加 へ,物理 學 の 實 際 的 運 用CLせ しめ ん こ と
を期 し尢。 就 中其 の 墓 礎 的 事 實 並 に其 の 原 則・法A9の 物 理
學 的 意 義 を詳 読 し,其の 根 本 的 知 識 を理 解 せ しめ る こ とit
努 め た。 且 つ 物 理 學 最 近 の 發 達 を も邇 べ,力あ て薪 知 識 を
知 ら しめ る と共 に,世界 の 物 理 學 進 歩 の 趨 勢 を明 か に した。
挿 圖 は 物 理 學 講 義 に 極 め て 重 要 な る 地 位 を 占 め る もの で
あ るか ら,力め て 多 數 ㌍ 之 を探 用 し而 も十 分 に 意 を用Uて
直 接 實 驗 した 貧 物 寫 眞 を多 く收 め機 械 器 具 の 如 き もyく
箕 物 の 寫 眞 を以 て しプ～。 両 各 種 類 の 計 算 を多 數 探 録 し其
の 模 範 的 解 法 を示 し.何人LLも直 に 要 頒 をR得 せ しめ る や
うに 心 掛 け た。
要 す る に本 書 は 著 者 が 豊 富 な る學 識 を以 て物 理 學 全 般;L
亘 う縱 横 に 解 設 した る もの,此の點IL於 て憂 く類 書 を見 な
い の で月1等學 按 物 理 學 敏 員 諸 禿 生lcとつ て は 實 に.貴重 な
る教 授 資 料 に 富 む 無 比 の 賓 典 で あ う,ま尢 學 生 諸 子 は 本 書
に ょつ て 中 學 程 度 以 上 の 物 理 學 を容 易 に 日修 し得 る の で
ある。 實 に 本0は 物 理 學 專 攻 者,中等 學校 数 師,學生,高等 諸
學校 受 驗 生 そ の 他 苟 も物 理 學 を 學 ば ん と す る者 萬 人 必 備
の最 高 模 範 的 講 義rzる 良 書 で あ る。
r物 理 化学 の 進 歩Vol、3No.2(1929)
京都帚國大學物理化學研究室編輯
'年.「三 回.刊 行
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「晶 嘉
Llulgmuir氏の醐媒埋論(其二) .李 泰 圭
ゾルの流動にょる異方性に就て 城 野 和 三 郎
コロイ ド粒子大 さ決定に關する}養法 石 井 新 次 郎
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特殊噸 系・對・て「・イゲ・卜効果」・鹹 第一鴫 欝 辷糶 擁
































「市 川 頑 治
李 泰 圭











物 理 化 学 の 進 歩Vol、3No.2(1929)
'
第 二 卷 第 三 輯 目次(昭和四年一}]刊行)定便藍 臨 孅
ボーラ・グラフ畩 綱 纖 の耽{
ワイゲル ト効 果の研究(第;二報)1三に光(L'銀に就て
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オ∫機1ヒ合物のエ ンFロ ビー計算の必要 理學檸士
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